
政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位
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前期基本計画 平成２７年度 基本施策方針評価書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０５ 持続可能な水道経営

水道経営課長  谷川　透

水道整備課長　阿部　一彦

１．基本施策の平成27年度までの実現状況を明らかにする

水道は、市民の日常生活における重要なライフラインであり、安全な水道水を持続して供給できる健全な水道事業の経営を

目指します。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮 経営資本営業利益率

1 ら 1.9 1.9 1.9 1 1 Ｅ
％ 1.9

し 1.96 - - - - 0.0

幸 滝沢市に愛着がある市民の割合

2 75 75.7 76.4 77 77.7 Ｄ
％ 74.2

福 72.3 - - - - △54.3
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04050100 水道経営基盤の充実
暮

経営資本営業利益率
1 ら

1.9 1.9 1.9 1 1 Ｅ
し ％ 1.9

1.96 - - - - 0.0

04050100 水道経営基盤の充実
幸

滝沢市に愛着がある市民の割合
2

75 75.7 76.4 77 77.7 Ｄ
福 ％ 74.2

72.3 - - - - △54.3



り

減少すると予想され、

組

今までのような水道使

み

用者の増加による

料金

と

収入の増収が見込まれ

方

なくなっています。ま

針

た、水道施設の更新に

に

多額の投資が必要とな

つ

ってきています。この

い

ような

状況の中で、国

て

の方針として水道事業

の

広域化の推進が示され

達

、県も関与し中小水道

成

事業者は広域域化の検

（

討を進めることを

強く

実

求めらるようになりま

現

した。

Ａ 必要なし

政策

）

達成のためには、本基

状

本施策の達成が必須で

況

あり、現時点で基本施

(

策の見直しの必要はあ

１

りません。

(１) 平

)

成29年度方針策定に

 

際し、今後の方向性や

基

引継課題
Ｂ 課題あり

・

本

上下水道料金業務の民

施

間委託化の効果を高め

策

るために、料金徴収業

の

務担当職員数の削減と

実

上下水道部組織体制の

現

見直しが

　必要です。

に

・水道事業の広域化に

影

ついて、周辺市町とと

響

もに検討していく必要

す

があります。

る社会環境変化

(２) 政策との関連性から基本施策の見直し
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２．基本施策の実現に向けての平成27年度までの取り組み状況を分析する
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(２)所管施策別事業実績表

No 施    策    名
計画額 実績額 比較 (%)
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